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約1！t2，位置角は約130eである・
　ヰルソン氏は，さきに，H．　D．219460星が，やはり珍しV・ラルフ・ライエ型
の連星であることを獲例したことがある・［Ap・J・91・（1940）］～二の：方は聞隔が少
レ廣いが，何れも・分星のス〈：クトルはWN5及びBで，爲眞光度は大差が
無v・・
　一般にラルフ・ライエ星は，その特徴ある太い輝線のほかに・，：水素やヘリウ
ムの吸三線が正常の位置（波長）にあることが知られてみた．この二つの例に
より，輝線を現はす星と吸三線を現はす星とは別々であることが知れた．これ
によって，一般に攣位しない暗線のあるラルフ・ライエ星は連星であると類推
される．若し之れが誤りでなければ，ラルフ・ライエ星中の連星は決して少く
はあるまい．
今までに研究された19ケのラルフ・ライエ必中，無攣位の暗線を有ってみる
のは5星（H．D．190918，193576，193793，211853，219460）であり，多少不確かな
のは3ケ（H．D．9974，168206，186943）ある．恐らく全腱の4割ぐらゐは此の種：
の連星だらうと思はれる．
境面　批騨
　G・H・Dawin原著，中野猿人繹‘‘丁丁，，　東京古今書院，6圓．
　吾kが“つなみ”と呼ぶものを，『英語ではTidal　waveと言ふ．直話する
と“潮波”とでも言ふべきだが，誰でも知ってみる如く，此の言葉は決して潮
汐現象ではなくて，むしろ地震や暴風などに起因するものである．しかし，何
も知らぬ人が此んな言葉を聞くと，やはり其れは潮汐に關係があるものかと迷
はされることがある．理學の素養の無い輩なる英語の學生なら此れを誤解する
だらうし，叉，生粋の英米人は，幼時から此の言葉を使ってみて，やはり誤っ
た観念のま玉育って行くのがあると思ふ．ダ1ヰンの此の名著は，開巻の第一
頁に，この英語（の俗語）の立論をやってみる．親切でもあIP，叉，多少のユー
モアでもある．然るに，中野氏の此の’二本には，“つなみ”といふ日本語を一回
も使ってみないから，この肝腎の所の置文が今少し食ぴ足りない恨みがある．
英文としては，原文のまNで宜いのだが，日本語に直したのである以上，是非
一度は“つなみ”といふ言葉を使って置いて欲しい．
　ダ1ヰンの此の署は二二の名著であって，1898年に原本が旧刊されて二三，
各國語に鐸され，潮汐學の通俗書として既に古典的なものである。此の書が今
日日本語版として出たのは喜ばしいことであるが，潮汐學の專門家である中野
氏も，英語者とレては多少不準備であったか，或は諜を急がれたのか？　惜レ
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い誤繹や，不充分な勲が多い。
　自分は，原文と比較して護んで見たが，第一章中にも，上記のTidel　wave
のほかに，下の如き難が見つかった：一一
　第4～5：頁　　　晴雨計と氣二言十として’は如何？
　第5頁　Atmospheric　meteorologlca夏t三deは大氣の潮汐でなく，大氣の氣象潮汐
第5頁
第6頁
第6頁第8行
学7頁第8行
第7頁第12行
第8頁第2行
〃　第8行
第12頁第19オテ
固罷状及びを固骨豊状でとし，熔融釈乃至はを熔融朕で
である．
下県心的の思索　は　空想とするが白い．
…… ｩるであらう。でなしに，箪に　……見る。で宜い・
正確は精蜜である．第9頁第1行にもある．
不注意な　でなくて，最も不注意な　である．
経験に　でなく　自重経験に・
必要に　でなくて　非常に必要に．
スケールを攣へて　でなくて　スケ1ルを縮少して．
　　圓筒から取外した　でなくて．圓筒から振げた．
制限され　でなくて　地形によって制限され．
鯨り現はれない　でなくて　餓りうるさくない．
小さな　でなくτ　ちょいとした．
Vaucherは，パウチェルでなくて，ヂシェi
とすべき
　第13頁下より第5行
　第14頁第13そテ
　第15頁第10行
　第16頁第1行
　第22頁第9そテ
以下略するが，大島この調子で，誤課もあil　e果，原文にない不必要な語もあ
る．一一原文は敢へて名文ではないが，一種の達文で，楡快に讃ませられる書
物である．繹文も，何とかして今少し達文であってほしかった．（由本）
斬十字星の三見
　ペガソス座に美．しい十字星があります．今からニケ月程前に氣がついたので
すが，鷺に均整のとれた美しいものです．星は南十字星のやうに四つで，しか
も四つとも白鳥座のやうに光度は著くありませんが，形はごの方が良V・と思ひ
ます．星名は，＋字の頭がβ星，横木の右がη星，左がμ星，足がe星です．
この中でもゴβ星が頭にあって光度が彊いので良い眺めです．こめ十字は私は
まだ星の本で護んだことがありませんが，そんなに有名なのではないのでせう
かア　誰か，この星の事を御存知かと思ぴますが，あまり普及して居な熔ので
したら，南の．南十字星と，エセの十字星が並んでみる如く，白鳥の北十宇星の
そばに，これがあることを書いて下さい．このやうな種類の事は，もう星座を
卒業された人にも大へん興味のあることと存じます．
　　　　　　　11月25B　　　　　　　　　　　　　　　榊戸　長谷川一郎
ヨ本日く．大攣面白いです．只，惜しいのは，この十字星の光度が一般に弱いこ．とです・
